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一
三
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答

弁

第

一

三

号 

   

衆
議
院
議
員
石
母
田
達
君
提
出
米
海
軍
小
柴
貯
油
施
設
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
八
第
一
三
号 

昭
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五
十
一
年
十
一
月
十
九
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衆

議

院

議

長 
前

尾

繁

三

郎 
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内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
石
母
田
達
君
提
出
米
海
軍
小
柴
貯
油
施
設
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

小
柴
貯
油
施
設
に
お
け
る
タ
ン
ク
補
修
の
た
め
に
約
一
、
一
七
〇
万
ド
ル
を
費
や
し
た
と
い
う
米
軍
の
朝

日
新
聞
社
に
対
す
る
回
答
は
、
小
柴
貯
油
施
設
の
タ
ン
ク
修
理
の
み
に
要
し
た
費
用
で
は
な
く
、
昭
和
四
十 

六
年
以
降
、
沖
繩
を
除
き
、
在
日
米
海
軍
が
管
理
し
て
い
る
貯
油
施
設
に
あ
る
タ
ン
ク
の
修
理
の
た
め
に
約 

九
二
〇
万
ド
ル
、
タ
ン
ク
の
安
全
性
確
保
に
必
要
な
そ
の
他
の
措
置
の
た
め
に
約
二
五
〇
万
ド
ル
、
合
計
約 

一
、
一
七
〇
万
ド
ル
を
支
出
し
た
と
い
う
意
味
の
も
の
で
あ
る
。 

小
柴
貯
油
施
設
に
お
け
る
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
経
費
の
中
か
ら
支
出
し
、
修
理
を
行
つ
て
き
た 

と
承
知
し
て
い
る
。 

2 

更
に
米
軍
は
、
本
施
設
の
タ
ン
ク
の
う
ち
一
部
に
つ
い
て
現
在
使
用
を
中
止
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
別
途 



二
に
つ
い
て 

3 

米
軍
と
し
て
は
、
施
設
・
区
域
内
の
タ
ン
ク
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
従
来
よ
り
努
力
し
て
お
り
、
今

後
と
も
、
積
極
的
に
か
か
る
努
力
を
続
行
す
る
旨
の
意
向
を
表
明
し
て
い
る
。 

在
日
米
軍
施
設
・
区
域
へ
の
立
ち
入
り
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
米
軍
の
同
意
を
必
要
と
し
、
地
方
公
共
団 

体
の
職
員
の
立
ち
入
り
に
関
し
て
は
、
個
々
の
場
合
の
事
情
に
応
じ
て
当
該
地
方
公
共
団
体
と
現
地
米
軍
当
局 

と
の
間
で
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
小
柴
貯
油
施
設
に
つ
い
て
も
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き 

も
の
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

な
お
、
小
柴
貯
油
施
設
に
存
在
す
る
タ
ン
ク
で
修
理
済
み
の
も
の
を
含
め
、
現
在
使
用
中
の
も
の
は
、
安 

全
な
状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。 

予
算
措
置
を
講
じ
、
補
修
工
事
を
実
施
の
予
定
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

四 

 




